
　　　

Ⅰ　地域づくり活動支援コース

1
大木戸台シニア支援
の会

木村　修二
見守り・助け合い事
業

・買い物が困難な人たちに対する支
援
・日常で困っている人たちに対する
支援
・高齢化による閉じこもりや孤立を
なくす
・住人がお互い様の気持ちで助け
合い、気軽にコミュニケーションが
取れる町づくり。

・買い出し支援
・庭木の刈込・草取り、網戸の張替え、髪の
訪問カット
・高齢者、独居者、障害者に対しての見守
り、支援活動
・拠点「虹の家」で気軽に住民が集まりコ
ミュニケーションを取る機会への取組。
・友の会や子供会との協力によるイベントの
実施
・チラシや「虹の家通信」により、ボランティ
ア活動への理解と啓蒙及び情報の提供。

大木戸台団地全域

・安全で安心して住み続けられる町
・住民が自発的にボランティア活動に参加
し、何らかの形で支援の会の輪につながる
事
・お互い様の気持ちが高まり、住民のふれあ
いのある町
・清潔で美しい町、そして地域の活性化につ
ながっていきたい。

200,000

地域のニーズに沿った内容で、「コロナ
禍」でも工夫をして支援の活動を継続して
いることを評価します。住民同士のふれあ
いを通じて、地域コミュニティの絆が一層
拡がっていくことを期待します。地域で活
動する他の団体と交流を深めることによっ
て、活動の担い手を一層広げていってい
ただき、今後少しづつでもメンバーの若返
りを図るとともに、補助期間終了後の活動
財源を検討してください。

2 きりん文庫 米元　初美
きりん文庫（自宅ミニ
図書館）

・身近な所に読書環境を求める
人々によりよい場と情報の提供をし
たいと考える。また同時に学校や家
庭と違う場所として利用してもらえ
ればと考えている。
更に地域のおはなし活動を行って
いる仲間とのネットワークで緑区の
多くの子ども達への読書推進活動
も広げていきたい。

【自宅ミニ図書館】
自宅の一室を開放し、読書したり他者との
コミュニケーションをとる場として提供。絵本
の読み聞かせ、本の紹介、貸出しを実施。
子どもたちの自由な遊び場としても活用（か
るた、折り紙、すごろく、パズルなど）わらべ
歌などを親子へ紹介、実践
【地域のおはなし活動の共有】
情報交換、研修会などや、小学校へのおは
なし会などのボランティア活動
【放課後デイサービスでの読書活動の推
進】
毎回の読み聞かせ及び保護者への啓発

代表者の自宅
（誉田町２丁目）

【緑区の読書環境の向上】
子どもから老人まで絵本や読み物などを通
して豊かな心を持つことができるように地域
の仲間たちと連携しながら活動
【地域の人々の居場所としての文庫の継続】
来ると話し相手がいる、心が豊かになる本と
の出会いがあるなどコミュニティ空間として
の役割

150,000

地域の子供たちや子育て世代の親の居
場所づくりに取り組み、本を通した交流の
場を継続的に設定できている点を評価し
ます。活動場所の拡充や実施回数の増
加に取り組んでいただき、地域での認知
度を高め、より多くの人たちが利用出来る
ようになることを期待します。購入した図
書の貸出や保管、処分については、図書
管理台帳（貸出簿）等により適正な管理を
お願いします。

3 花みずき・いきいきサ
ロン

柳澤　正三
花みずき・いきいき
サロン

・街開きして3８年経過し、一人暮ら
しや高齢夫婦のみの世帯が多く
なっている。超高齢化社会の2025
年問題に於ける地域課題に取り組
む為に「花みずき・いきいきサロン」
事業を立ち上げ、運営しています。
・自治会の皆様が、住み慣れた地
域で、健康向上・介護予防・認知症
予防の実践場とし、シニア世代の
嗜好の多様性に対応する居場所づ
くりと、行政、地元医療機関との連
携を構築することによる効果の最大
化を狙います。更に地域のボラン
ティア団体との連携・共同を深め、
介護予防、フレール対策の必要
性、地域の相互支援活動の必要性
等をこの活動を通して幅広く啓蒙し
て行く

おゆみ野・みずか・かつら街の中心に、無
理なく歩いて行ける・誰でも気軽に参加でき
る、居場所作りに良好な自治会集会所があ
るので活用させて頂きます。「花みずき・い
きいきサロン」を毎週水曜に定期開催し、み
ずき・かつら街の地域活性化活動を展開す
る。
・１０～１１時
健康体操、ラジオ体操、口腔体操、みんな
の体操、シニアリーダー体操、いきいき体
操、コアトレーニング、脳トレーニング等
・１１～１２時
語らい・レクレーションの場。健康歌会・ボッ
チャ競技、輪投げ、折り紙、小物作り、落ち
葉、木の実工作・音楽愛好家による演奏会
＆歌会等
・緑区の健康課に健康診断・講演会などを
２～４回実施して貰う。
・地域ボランティア団体との連携を拡大す
る。
・担当スタッフのスキルアップを図る。楽しく
長期にボランティア活動に関わって貰う為
の取組を行う。

みずき・かつら街管
理集会所

地域包括ケアシステムの必要性を主にシニ
ア層、地域団体に広がることを期待したい。
・運営ボランティアの増員、ボランティア自身
の長期にわたるモチベーション向上に寄与し
たい。
・私達には良好な施設（自治会の集会所）が
あるので地域づくりの活動中心としてより有
効に利用推進して行く。
・地域の繋がりが拡大、深化して、明るく・安
心・安全な住みやすい地域を目指す。

175,000

高齢者も徒歩で通える利便性の高い場
所で、継続して健康増進活動に取り組ん
でいること、オンラインによる新たな活動
手法にチャレンジすることを評価します。
Withコロナの暮らしの中でも、楽しんで参
加できる企画を増やしていき、「介護予
防」の視点からも大事な活動となっていく
ことを期待します。団体として長期的な活
動を継続していくため、活動の担い手を増
やしていくとともに、補助金に代わる新た
な活動財源について検討してください。ま
た物品については、補助期間終了後も適
正な管理をお願いします。

4 まんぷく食堂 藤城　真奈美 子供食堂

日々増加している子供への虐待、
孤食をなくす手助けになればと思い
活動しています。また日々頑張って
いる子育て世代のお父さんお母さ
ん達の自由時間の提供も目的の一
つです。
また様々な方々の来店により、交
流の場となり、地域の活性化を図
れたらと思います。

・月に１、2回、土曜日
12時～15時（完食次第終了）
鎌取コミュニティセンターにて実施。
子どもは無料か1～100円のワンコイン、大
人は350円で提供する。
・ボランティアによる工作教室も併せて行
う。

鎌取コミュニティセン
ター

・虐待のない地域、子どもが一人で食事をし
て寂しい思いをしない地域。
地域で子供達を見守っていく事のできる環
境作り

200,000

子供の居場所づくりや孤食の防止など、
子供食堂の活動を通して地域の中で子ど
もたちを見守り、子育て世代を支える活動
であることを評価します。同様の取組をし
ている地域の他団体との連携・協力を図
ることによって、参加者同士の地域間交
流を深めることを期待します。食材の調達
にあたっては、仕入れ先の工夫などに
よって事業費の抑制を検討してください。

5 がれっと工房 髙橋　陽子 人形劇など上演活動
・地域の人々に人形劇などの活動
を楽しんでもらい、文化的な交流を
はかる。

・月二回、鎌取コミュニティセンターで人形
劇等上演のための準備をする。毎年、新た
な劇に取り組み、話し合いや制作、練習を
行う。
・上演は年に５回程度、子どもルームや放
課後デイサービスなどで行う。

区内を中心とした子
どもルーム、放課後
教室、デイサービス
等

・地域で文化的な活動が盛んになり、子ども
たちの心が豊かになること。

50,000

人形劇や語りなどの文化活動をとおし
て、子供から大人まで広い世代の住民
の、地域交流の場を提供する取り組みを
評価します。小規模な単位での公演等、
Withコロナの生活の中でも、活動を継続
できる工夫を期待します。主に子供を対
象とした上演が中心だと思われますが、
老人福祉施設での上演など、対象範囲や
上演場所の拡大を検討してください。

6 かかしアート実行委
員会

大塚　榮一 かかしアートまつり

①誉田地域内の子供たちを中心に
「かかしアートまつり」を開催し、芸
術文化の普及と親子・有志・町内の
皆さんとの交流の場とする。
②地域内の谷津水田の、早苗から
稲穂の刈り取りの期間中開催し、
「かかし」の特徴と自然の背景が移
り変わる「アートの感覚」を堪能しつ
つ、散歩する方々に、話題と散歩活
動の活性化と充実を図る。
③コミュニティの機会を増やし、日
常的な見守り活動などのボランティ
ア活動の環境をつくる。

①「かかし」を親子で制作する（誉田小、誉
田東小、誉田中美術部、幼稚園、保育園）。
②「かかし」を設置する（地域内の谷津水田
沿いの散歩コース）。
③散歩コース内のかかしの芸術性を楽しん
でもらい、歩く楽しさを提供する。
④関係者に応援、協力の声掛け、活動を通
じ、ボランティア活動の輪を広げる。
⑤様々なセミナーや研修会等に参加し、ボ
ランティア活動の知識を高める。

誉田中学校区内

・芸術文化的感性の向上と自然の大切さを
感じる機会にする。
・親子と老人が、町の中で共に過ごし、日々
支え合いの環境をつくる。
・町の中で健全な話題つくり、散歩活動等の
活性化と散歩コースの充実を図る。
・地域の中で町民が一体となって進める行
事の開拓。
・町内自治会会員の脱退を防止する。楽しく
感動のある街づくりで全員参画を目指す。

50,000

地域の自然資源を活かして、子どもたち
が地域文化にふれる機会を提供している
点を評価します。親子のコミュニケーショ
ンや世代間交流、地域への帰属意識の
醸成にもつながることを期待します。かか
しの作成にあたって材料費や講習費の一
部を参加者から徴収するなど、補助期間
終了後の活動財源を検討してください。

7 不妊ピアサポート
Ｐｅｅｒless

行木　佐衣子
不妊体験者の未来
支援事業

・5.5組に１組が不妊治療を経験し、
３組に１組が不妊に悩んだことがあ
ると言われる昨今、不妊の悩みは
周囲に相談しにくいことから、つらい
思いを抱えている人がたくさんいま
す。また、いざ相談しようとしても相
談する場所がないのが現状で、市
の不妊専門相談も月に１回の実施
で３組しか枠がありません。
・心のケアとして、医師や保健師だ
けでなく同じ不妊の経験のある「ピ
ア」という立場だからこそのサポート
を地域に広めていきたい。そしてそ
の先にはピアとして支援する側に立
てる人達をふやしていき、病院、行
政との連絡を取りながら不妊の支
援の拡充を計ります。不妊治療の
やめどきで悩む人や治療を卒業し
た後の生き方のサポート、不妊が
原因で離婚する夫婦の減少、里親
制度、養子縁組制度の利用増加も
目指します。

・不妊ピアオンライン個別相談会
・妊活支援のための専門講師によるセミ
ナー
・千葉市の妊活支援・不妊ｻﾎﾟｰﾄの啓発イ
ベント
・不妊ピアサポートの医療機関や行政機関
との連携体制の構築
・里親制度、養子縁組制度との連携体制の
構築

千葉市緑保健福祉
センター（ボランティ
ア活動室・会議室）・
鎌取コミュニティセン
ター

・不妊で悩む人達の精神的なケアが身近に
なることでストレスを緩和し、妊娠できる可能
性が高まることも考えられるため、妊活支援
とあわせて少子化問題の改善も期待できる
と考えます。
・不妊で夫婦関係や生き方に悩む人達が事
業を通じて自身の生き方を前向きに考えた
り、夫婦関係の向上により離婚率が減り、子
供がいてもいなくても活き活きとしている人
達が区内に増えることを期待します。
・里親や養子縁組を増やしていくことで社会
的養護が必要な子供の減少につなげていき
たい。

50,000

個別相談のニーズに対応するため、オン
ラインを使ったサポートに取り組んでいる
事を評価します。オンライン、対面、それ
ぞれのメリットを活かしながらの活動を期
待します。補助期間終了後の活動継続の
ため、セミナーの共同開催など、他団体と
連携・協力し、より一層活動の幅を広げる
手法を検討してください。

8 大膳野町内会 中村　元一 美しく明るい町内

・地域の美化及びポイ捨て防止の
ため。
子供達の通学路であり、歩道が狭
いので花いっぱいに心だけでも明
るくなる様、住民相互の理解を深め
参加者を増やします。

・主幹道路の美化。
・花植え、花壇の手入れ活動。
・新規に２箇所花壇

大膳野町自治会館
及び自治会館付近

・住人相互の親睦を図る。
・地域の防犯及び不法投棄が少なくなり、環
境の美化に繋がっております。

50,000

町内自治会を中心に、住民自身が美化
活動を行うことにより、地域交流の場をつ
くり、住民の一体感を生み出している点を
評価します。この活動が周辺の自治会に
広がっていき、地域コミュニティの推進に
つながることを期待します。親子での参加
者をはじめ、多くの方々が参加できるよう
な活動を検討してください。

9
NPO法人ウィメンズ・
ウィングちば

宮田　喜美江
女性のためのおしゃ
べりカフェ

女性は様々な人間関係において、
しばし調整役となり自分の思いや悩
みを押し込めてしまいがちです。
コロナ禍の中で、Stay homeをしい
られ、ストレスのある暮らしが続く
中、ほんの一時でも、日々の思い
や悩みを気軽に話す場があること
により、気持ちが楽になったり、問
題が整理されたりします。
女性たちが、気軽に話ができる場
所を地域で作りたい。

NPO法人ウィメンズ・ウィングちばの事務所
において
第２金曜日の14:00～15:30
「女性のためのおしゃべりカフェ」を実施。
スタッフ2名がファシリテーターとなり
カフェの約束事として
・人の話を聞く。遮らない。批判しない。
・この場所で話されたことは口外しない。

みんなの広場（NPO
法人ウィメンズ・ウィ
ングちば事務所）

気軽に自分の思いを話せる場所が地域にあ
ることが周知されることによって、孤立を防
ぎ、その人にとって安心・安全な居場所にな
ると良い。

42,000

コロナ禍により、人々の交流の機会が減
少する中で、女性ならではの様々な思い
や悩みを気軽に話せる場所を地域に作
り、一人でも多くの女性の孤立を防止する
取り組みであることを評価します。
この活動を多くの方に知っていただくため
に、効果的な広報を行うことを期待しま
す。
交流の輪を広げ、多くの方に参加してい
ただくために、月１度の短時間での開催
から、将来的には開催回数・時間を拡充
するように努めてください。

10 ともびきクラブ 片岡　佐和子 体操サークル

緑区の中でも高齢化が進んでいる
地域にため、近隣住民が歩いて通
える集いの場を創出する。
・健康増進・介護予防のための運
動
・緑区健康課や地域リハビリテー
ション活動支援事業へ協力依頼を
行い、参加者の状況に合わせた運
動や新しい健康情報の提供等行っ
ていただく機会も作っていきたい。

・千葉市いきいき体操
緑区健康課による「体験3か月コース」の実
施予定
・口腔体操
・お茶会

東雲堂
千葉市緑区高津戸
町111-1

・自治会の枠を超えて、地域住民が気軽に
集まれ集まれる場となり、参加者同士のつ
ながりができる。

50,000

高齢者でも歩いて通える場所にある施設
で健康増進・介護予防の活動に取り組む
アイディアを評価します。
地域の高齢者のニーズに合うようにメ
ニューを工夫することで、参加者が年々
増加するとともに、活動の輪が区内に広
がっていくことを期待します。
緑区健康課やあんしんケアセンター土気
の後援を受けつつも、団体としての独立
性を確保してください。

小計 1,017,000

令和３年度　緑区地域活性化支援事業　交付団体一覧

No 団体名 代表者 活動・事業名 事業の目的 取組内容 実施場所 期待する効果・成果
交付決定額

（円）
審査委員会ｺﾒﾝﾄ



Ⅱ　区テーマ解決支援コース

11 いちご食堂 野口　祥子 ちいき食堂

地域に住まう方々に温かい手作り
の食事を提供すると共に、こどもが
一人で安心して参加できる、幅広い
世代の方々と接して学べる場を提
供したい。
高齢者等には、ボランティアスタッフ
として協力頂き、豊富な知識や技能
を活かせる、生きがいを持って働け
る場を提供する。
本活動により、開催場所である大
多喜ガス株式会社ショールーム
BeEを地域住民同士が交流できる
拠点にしたい。

開催日時
毎月第２日曜日11：00～15：00
参加受付10：45～13：00
内容
ごはんルーム（昼食の提供　50食）
子ども（小学生以下）100円　大人300円
まなびルーム（季節の工作）
子ども（小学生以下）100円　大人200円

大多喜ガスショー
ルームBeE
千葉市緑区おゆみ
野3-12-1

住民同士の交流が盛んになり、世代を超え
て双方に支え合う仕組みが確立され、「住み
続けたいまち」となることを期待します。

373,000

区が設定したテーマに沿った活動であり、
幅広い世代の方々が交流する拠点を提
供する点を評価します。世代を問わず多く
の方々が楽しめる活動となり、地域のコ
ミュニティ活動の拠点となることを期待し
ます。他のこども食堂と連携・協力し、運
営ノウハウを共有をすることにより、事業
費の抑制を検討してください。

12
おゆみのボッチャクラ
ブ

和田　雄太郎 ボッチャ体験会

2021年には東京パラリンピックが開
催されるが、地域における現状とし
ては、障がい者スポーツが世間に
認知されておらず、興味関心を抱く
人が少ないのではないかと推察さ
れる。今年度、当団体では中級障
がい者スポーツ指導員の資格を取
得した者を中心に地域での体験会
を行ったが、その数はまだまだ不足
しており、地域に根付いた活動が必
要であると感じている。当事業を通
し、地域住民に対し、障がい者ス
ポーツの１つであるボッチャの普及
啓発を行い、その楽しさや素晴らし
さを知ってもらうことを目的とする。

2019年度同様、介護老人保健施設おゆみ
の（緑区大金沢町）の秋祭り（近隣住民の
参加含め約1,000人の参加者）はじめ、おゆ
みの中央病院（緑区おゆみ野南、対象地域
住民）で定期開催している耳寄り健康教
室、おゆみ野みなみ祭り、シニアリーダー
体操教室（緑区内８箇所）の中でボッチャの
体験会を開催する。2021年度は地域の自
治会や学校などに対しても広報活動を行
い、活動の幅を広げたいと考えている。尚、
体験会は当団体委員のボッチャ審判員の
資格を持つ者が、ボッチャの概要、公式規
則のの講義後に実際にボッチャを体験いた
だく形式で普及、啓発を行う。

介護老人保健施設
おゆみの（大金沢
町）、おゆみ野中央
病院（おゆみ野南）
おゆみ野みなみ祭り
（秋の道公園）緑区ｼ
ﾆｱﾘｰﾀﾞｰ体操教室、
緑区内の自治会、学
校など

地域の子どもから高齢者の方まで多くの人
にボッチャの楽しさを知ってもらうことで、障
がい者スポーツに対して興味を持ってもら
い、2021年東京パラリンピックの盛り上がり
につながることを期待する。また障がい者ス
ポーツを通じて、障がい者に対しての偏見や
イメージを変え、障がい者が暮らしやすい環
境の１つになることを期待する。

50,000

緑区が設定したテーマの中で、誰もが気
軽に参加できるスポーツであるボッチャの
体験会の開催をとおして、障がい者ス
ポーツの普及啓発活動に取り組んでいる
ことを評価します。東京オリンピック・パラ
リンピック終了後も、地域におけるパラス
ポーツの機運が醸成されることを期待しま
す。少人数での開催回数を増やすなど、
Withコロナの中でも開催できる手法を検
討してください。

小計 423,000

全コース合計 交付件数 1２件 交付決定額合計 1,440,000 円

審査委員会ｺﾒﾝﾄ事業の目的 取組内容 実施場所 期待する効果・成果
交付決定額

（円）
No 団体名 代表者 活動・事業名


